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令和３年度予算主なもの一 般 会 計一 般 会 計

施策を新庁舎から発信
　
令
和
３
年
３
月
定
例
会

は
３
月
８
日
か
ら
24

日
ま

で
の
17

日
間
の
日
程
で
開

催
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
・
条
例
の
制

定
等
47

議
案
に
つ
い
て
、

慎
重
審
議
し
原
案
通
り
可

決
し
た
。

　
本
年
は
新
庁
舎
建
設
事

業
が
終
わ
り
、
更
な
る
行

財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

昨
年
度
約
10

倍
の
伸
び
と

な
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
金
を
有
効
活
用
し
、
町

民
が
安
心
、
安
全
、
そ
し

て
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の

予
算
に
な
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
費
、
町
営
タ
ク

シ
ー
の
運
行
開
始
、
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
等
で
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
対
応
等
の

た
め
の
給
水
車
の
増
車
、

総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
新
た
に
非
常
用
発
電
設

備
を
設
置
す
る
。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

お
知
ら
せ

組
合
議
会

町営交通対策事業
8,284万円

ふるさと納税
推進事業

7,500万円

発電設備設置事業
(総合健康福祉センター)

9,043万円

鳥取県梨生産振興事業
1,375万円

除雪機械導入事業
2,000万円

地域おこし支援事業
(地域おこし協力隊)
3,972万円

義務教育学校
設置事業
505万円

学校施設等
ＬＥＤ化事業
8,055万円

ハザードマップ・防災
のしおり作成業務

517万円
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歳入歳出

繰出金

　8.5％

扶助費

6.7％

維持補修費

 5.7％

その他

6.4％

地方交付税

町税

県支出金

町債

国庫支出金

繰入金

その他

合計

人件費

補助費等

物件費

公債費

繰出金

建設事業費

扶助費

維持補修費

その他

合計

歳

　出

歳

　入

説　明令和２年度 増　減項　目

13億2,290万円

6億9,725万円

3億9,974万円

3億8,310万円

2億4,108万円

2億6,146万円

3億7,747万円

36億8,300万円

7億35７万円

6億2,951万円

7億1,255万円

3億9,638万円

3億1,309万円

2億3,486万円

2億4,616万円

2億1,033万円

2億3,655万円

36億8,300万円

令和元年度

12億5,500万円

6億7,712万円

4億1,235万円

10億2,080万円

2億4,112万円

4億3,543万円

2億7,318万円

43億1,500万円

6億8,938万円

5億5,149万円

6億7,012万円

3億8,356万円

2億6,882万円

11億4,079万円

2億4,488万円

2億3,105万円

1億3,491万円

43億1,500万円

6,790万円

2,013万円

△1,261万円

△6億3,770万円

△4万円

△1億7,397万円

1億429万円

△6億3,200万円

1,419万円

7,802万円

4,243万円

1,282万円

4,427万円

△9億598万円

128万円

△2,072万円

1億164万円

△6億3,200万円

国からの交付金

企業、町民からの税金

使用が特定された交付金

町の借金

使用が特定された交付金

基金からの繰入金

職員、議員の給与

三町衛生施設組合等補助金

業務委託料、賃金、備品等

町の借金返済

特別会計へ繰り出す金額

庁舎建設、防災行政無線等

生活保護、児童手当等

町道修繕工事等

（単位：万円）

令和３年度予算、一般会計36億8,300万円　前年比85.4％

物件費

19.3％

建設事業費

6.4％

人件費

19.1％

補助費

17.1％

公債費

10.8％

地方交付税

35.9％

町債

10.4％

繰入金

7.1％

町税

18.9％

国庫支出金

6.6％

県支出金

10.9％

その他

10.2％

江府町の発展に必要な

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

お
知
ら
せ

組
合
議
会

一
般
質
問

歳　入歳　出
36億8,300万円 36億8,300万円
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特 別 会 計（1１会計）特 別 会 計（1１会計）

住宅新築資金貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

西部情報公開・個人情報保護審査会

特   別   会   計 令和２年度令和３年度 増減額 繰入金

合　　計

157万円

３億6,180万円

２億3,212万円

６億2,591万円

245万円

6,362万円

5,046万円

2,472万円

225万円

165万円

263万円

−

13億6,920万円

136万円

３億6,448万円

２億2,340万円

６億158万円

219万円

6,911万円

4,988万円

2,861万円

234万円

162万円

442万円

65万円

13億4,966万円

21万円

△268万円

872万円

2,433万円

26万円

△549万円

58万円

△389万円

△９万円

３万円

△179万円

△65万円

1,954万円

2,546万円

6,186万円

１億290万円

5,803万円

1,687万円

2,472万円

２億8,984万円

公  営  企  業  会  計 令和２年度令和３年度 増減額 繰入金

3,595万円

5,211万円

6,334万円

6,650万円

8,011万円

１億1,623万円

9,441万円

１億1,278万円

１億6,244万円

１億9,685万円

１億3,780万円

１億7,128万円

・江尾診療所においては新型コロナウイルス感染症に対応出来る診療室が整備されコロ

　ナワクチン接種が始まることとなった。接種希望者に対し迅速な対応を求める。

・江府町高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画が示された。医療、介護、福祉の更

　なる充実を望む。

公営企業会計  （２会計）公営企業会計  （２会計）

1,120万円

991万円

△4,169万円

△4,284万円

△399万円

535万円

1,400万円

859万円

6,891万円

１億632万円

１億3,610万円

１億5,562万円

１億6,643万円

１億9,150万円

１億2,380万円

１億6,269万円

簡易水道事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

下水道等事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

お
知
ら
せ

組
合
議
会
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住  
民  

課

　

予
算
の
審
議

　役
場
の
す
べ
て
の
課
及
び

出
納
室
・
農
業
委
員
会
・
議

会
事
務
局
の
予
算
に
つ
い
て

３
日
間
に
わ
た
り
延
べ
３
２
０

以
上
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

Ⓠ
特
別
会
計
の
起
債
残
高
は
い

く
ら
か
？

Ⓐ
29

億
５
千
５
百
万
円
で
す
。

　Ⓠ
町
道
下
安
井
線
は
日
野
町
の

都
合
で
中
止
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
？

Ⓐ
将
来
を
見
越
し
計
画
は
残
し

て
い
ま
す
。

Ⓠ
﹁
江
府
町
ふ
る
さ
と
大
使
﹂

や
﹁
江
府
町
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
﹂
、

関
西
交
流
会
の
元
会
員
と
の
交

流
事
業
を
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後

に
検
討
す
る
と
あ
る
が
、
早
い

時
期
に
リ
モ
ー
ト
で
実
施
で
き

な
い
か
？

Ⓐ
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
も
活

用
し
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

Ⓠ
広
報
公
聴
活
動
と
し
て
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

て
い
る
が
も
っ
と
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
方
法

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

Ⓐ
す
で
に
対
応
は
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
積
極
的
に
各
課
よ
り
記

者
ク
ラ
ブ
な
ど
に
情
報
を
提
供

す
る
。

Ⓠ
各
事
業
で
募
集
す
る
協
力
隊

員
は
７
名
で
あ
る
が
町
内
の
人

は
応
募
で
き
な
い
か
？

Ⓐ
規
則
で
町
外
に
限
定
し
て
い

ま
す
。

　Ⓠ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
募

集
す
る
隊
員
の
資
格
は
？

Ⓐ
あ
る
程
度
の
実
績
と
能
力
の

あ
る
人
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
﹁
江
府
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
協
議
会
﹂
の
リ
ー
ダ

ー
は
？

Ⓐ
副
町
長
を
先
頭
に
町
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
す
。

Ⓠ
町
長
交
際
費
65

万
円
で
収
ま

る
か
？

Ⓐ
収
ま
る
努
力
し
て
い
る
、
コ

ロ
ナ
禍
で
各
種
会
合
も
減
少
し

て
い
る
し
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
出
席
し
な
い
場
合
の
祝
儀

不
祝
儀
は
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

Ⓠ
旧
米
原
分
校
の
遊
具
を
撤
去

す
る
が
、
新
た
に
設
置
を
望
む

地
区
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

対
処
は
？

Ⓐ
希
望
や
要
望
を
、
組
織
を
通

し
て
聴
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

Ⓠ
公
共
用
地
の
敷
地
が
、
か
な

り
の
個
所
で
借
地
に
な
っ
て
い

る
。
財
政
事
情
な
ど
説
明
し
て

契
約
更
新
時
に
買
取
の
話
に
な

ら
な
い
か
？

Ⓐ
折
々
に
話
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
、
根
気
強
く

続
け
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
貸
し
出
し
中
の
米
原
分
校
の

ト
イ
レ
や
水
道
が
使
用
で
き
な

い
状
況
に
つ
い
て
？

Ⓐ
現
状
を
理
解
し
て
頂
い
て
い

る
、
ほ
か
に
使
用
料
の
減
免
も

検
討
す
る
、
し
ば
ら
く
様
子
を

見
た
い
。
浄
化
槽
を
設
置
す
れ

ば
７
百
万
円
か
か
り
ま
す
。

Ⓠ
防
災
無
線
の
定
時
放
送
が
機

械
的
な
音
声
で
非
常
に
不
評
だ

が
何
か
対
策
は
？

Ⓐ
今
後
は
順
次
肉
声
に
変
更
し

て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
町
営
バ
ス
の
新
ル
ー
ト
に
中

学
校
は
入
っ
て
い
る
か
？

Ⓐ
中
学
校
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ⓠ
高
校
生
部
活
者
な
ど
、
遅
い

帰
宅
者
の
対
応
は
？

Ⓐ
条
件
は
あ
る
が
溝
口
タ
ク
シ

ー
で
対
処
し
ま
す
。

取り壊しが検討されている旧庁舎

総
務
課
︵
財
政
︶

総
務
課
︵
行
政
︶

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

一
般
会
計

お
知
ら
せ

組
合
議
会
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捕獲されたイノシシ

荒らされた農地

農
林
産
業
課

Ⓠ
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
委
託
先

は
ど
こ
か
、
ま
た
委
託
料
は
今

後
安
く
な
る
か
？

Ⓐ
指
導
も
か
ね
て
日
交
に
委
託

し
た
、
次
年
度
の
委
託
料
は
不

確
定
で
す
。

Ⓠ
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
サ
イ
ト

使
用
料
は
い
く
ら
か
？

Ⓐ
約
８
０
０
万
円
で
す
。

Ⓠ
使
用
料
は
売
り
上
げ
に
比
例
か
？

Ⓐ
売
り
上
げ
と
件
数
で
す
。
ま

た
返
礼
品
割
合
を
２
割
か
ら
３

割
に
引
き
上
げ
て
寄
付
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
お
試
し
住
宅
の
利
用
に
つ
い

て
、
近
所
へ
の
周
知
と
テ
レ
ビ

組
合
へ
の
加
入
を
要
望
す
る
。

Ⓐ
周
知
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
か
ら
文
書
に
て
伝
達
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
組
合
加
入
は
検
討

し
ま
す
。

Ⓠ
塵
芥
処
理
費
に
つ
い
て
、
ゴ

ミ
の
量
は
変
化
し
て
い
る
か
？

Ⓐ
人
口
減
に
よ
り
可
燃
ゴ
ミ
不

燃
ゴ
ミ
共
減
少
し
て
い
る
が
、
一

人
当
た
り
量
は
増
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
高
齢
者
見
守
り
は
共
助
互
助

の
観
点
か
ら
移
動
販
売
業
者
以

外
に
も
広
げ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
？

Ⓐ
見
守
り
会
員
も
頻
繁
に
見
守

り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
集
落
内
の
個
人
的
な
見
守
り

は
期
待
で
き
な
い
、
隣
の
集
落
ま

で
は
更
に
目
が
届
か
な
い
、
や
は

り
行
政
で
な
い
と
出
来
な
い
。

Ⓐ
協
議
会
を
作
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⓠ
移
動
販
売
業
者
見
回
り
対
象

者
人
数
は
？

Ⓐ
令
和
３
年
３
月
で
３
７
７
名

で
す
。
移
動
販
売
を
利
用
し
な

い
家
に
も
す
べ
て
声
掛
け
し
て

い
ま
す
。

Ⓠ
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
障
が
い

者
福
祉
施
設
の
作
業
委
託
が
減
少

し
て
い
る
、
配
慮
し
て
い
る
か
？

Ⓐ
相
談
が
あ
れ
ば
手
を
尽
く
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
集
ま
り
や
す
い

施
設
と
な
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
か
？

Ⓐ
利
用
率
は
高
い
ほ
う
だ
と
思

う
が
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

Ⓠ
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

発
電
設
備
設
置
工
事
の
目
的

は
？

Ⓐ
停
電
用
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
貯
蔵
の
対
応
も
あ
る
が
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能

を
高
度
化
し
て
住
民
の
安
心
安

全
を
図
り
ま
す
。

Ⓠ
地
域
お
こ
し
支
援
事
業
に
お

い
て
法
人
の
製
造
す
る
商
品
の

販
路
拡
大
に
つ
い
て
状
況
は
？

Ⓐ
近
年
停
滞
気
味
で
あ
る
の
で

付
加
価
値
を
加
え
た
取
り
組
み

を
し
ま
す
。

Ⓠ
梨
の
試
験
栽
培
は
あ
る
程
度

目
途
が
つ
い
た
、
次
の
段
階
と
し

て
栽
培
予
定
地
な
ど
計
画
は
？

Ⓐ
標
高
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内

で
30

ア
ー
ル
程
度
を
考
え
て
い

ま
す
。
県
の
指
導
で
多
品
種
栽

培
に
し
ま
す
。

Ⓠ
関
連
し
て
協
力
隊
員
３
名
募

集
し
て
い
る
が
３
年
後
の
去
就

に
つ
い
て
考
え
は
？

Ⓐ
農
業
公
社
や
梨
農
家
で
実
作

業
及
び
研
修
を
積
み
期
間
終
了
後

は
、
事
業
協
同
組
合
な
ど
に
斡
旋

し
地
元
に
残
る
努
力
を
し
ま
す
。

Ⓠ
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
品
質
向

上
の
た
め
施
設
の
改
良
が
必
要

で
は
な
い
か
？

Ⓐ
築
20

年
以
上
経
過
し
て
い
る

が
、
今
時
点
で
の
町
に
よ
る
改

修
は
難
し
い
。

Ⓠ
ナ
ラ
枯
れ
駆
除
委
託
料
の
内

容
は
？

Ⓐ
被
害
木
切
り
倒
し
や
ビ
ニ
ー

ル
被
覆
に
よ
る
防
除
や
駆
除
で
す
。

Ⓠ
鳥
獣
害
の
中
で
シ
カ
の
被
害

が
増
え
て
い
る
が
、
対
策
は
？

Ⓐ
２
階
建
て
の
柵
や
箱
罠
を
設

置
し
て
見
回
り
の
回
数
を
増
や

し
ま
す
。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

福
祉
保
健
課

お
知
ら
せ

組
合
議
会



令和３年４月23日発行（７）

建 
設 
課

標
高
２
０
０

し
地
元
に
残
る
努
力
を
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

Ⓠ
江
府
町
観
光
協
会
に
は
、

色
々
な
取
り
組
み
の
中
心
と
な

っ
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

Ⓐ
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

Ⓠ
奥
大
山
古
道
ウ
ォ
ー
ク
は
人

気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
と
の

情
報
も
あ
る
。

Ⓐ
こ
の
時
期
に
は
他
の
イ
ベ
ン

ト
と
重
な
り
要
員
の
確
保
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
下
蚊
屋
ダ
ム
を
水
源
と
す
る

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
、
以
前
か
ら

濁
水
が
流
入
す
る
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
状
況
は
？

Ⓐ
緑
化
の
推
進
と
共
に
水
質
は

安
定
し
つ
つ
あ
る
、
さ
ら
に
笠

良
原
台
地
周
辺
で
の
作
物
栽
培

の
中
止
に
よ
り
黒
ボ
ク
流
入
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
江
尾
２
地
区
お
よ
び
小
江
尾
２

地
区
の
急
傾
斜
対
策
工
事
が
進
め

ば
レ
ッ
ド
地
域
解
消
と
な
る
か
？

Ⓐ
レ
ッ
ド
地
域
は
解
消
と
な
る

が
、
新
た
に
イ
エ
ロ
ー
地
域
と

し
て
登
録
と
な
り
ま
す
。

Ⓠ
道
路
維
持
で
の
草
刈
り
作
業

の
範
囲
は
決
ま
り
が
あ
る
か
？

Ⓐ
あ
り
ま
す
、
路
肩
か
ら
１
ｍ

の
幅
で
す
。

Ⓠ
除
雪
に
関
す
る
決
ま
り
は
？

Ⓐ
積
雪
が
お
お
む
ね
15

セ
ン
チ

以
上
に
な
っ
た
場
合
や
、
区
長

あ
る
い
は
役
場
か
ら
要
請
が
有

っ
た
場
合
に
、
午
前
７
時
か
始

発
バ
ス
の
時
刻
よ
り
早
い
ほ
う

の
時
間
ま
で
に
終
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
保
育
園
の
施
設
が
か
な
り
老
朽

化
し
て
い
る
が
、
移
設
、
新
設
を

早
め
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
？

Ⓐ
山
の
下
に
あ
り
、
川
の
側
で

駐
車
場
も
狭
く
環
境
は
良
い
と

は
言
え
な
い
が
、
旧
庁
舎
や
エ

バ
ー
ラ
ン
ド
の
課
題
解
決
の
後

に
検
討
し
ま
す
。

Ⓠ
﹁
日
野
郡
公
設
塾
ま
な
び
や

縁
側
﹂
の
評
価
や
課
題
は
？

Ⓐ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
一
定
の
評

価
は
受
け
て
い
る
が
、
場
所
が

根
雨
地
内
で
日
野
高
生
が
中
心

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
各
町
に

分
散
サ
テ
ラ
イ
ト
化
し
、
米
子

方
面
の
中
高
生
徒
に
も
機
会
が

あ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⓠ
図
書
館
に
つ
い
て
は
庁
舎
移

転
に
伴
う
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
て
、
以
前
よ
り
魅
力
的
な
場

所
に
な
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

Ⓐ
司
書
を
６
名
に
増
員
し
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
る
と
共
に
、
空
き

室
の
有
効
活
用
や
レ
イ
ア
ウ
ト

を
工
夫
し
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
の
一
環
で
中

学
生
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
評
価
も
上
が
っ
て
い
る
、

生
徒
の
提
案
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

Ⓐ
提
案
の
実
現
は
励
み
に
な
る

と
思
う
が
、
２
日
間
か
け
て
苦
し

み
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

事
の
ほ
う
が
、
先
々
役
に
立
つ
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
そ
の
過

程
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

組
合
議
会

子供の国保育園周辺の様子

中学生議会の様子



（８）令和３年４月23日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

索
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

施
設
勘
定)

介
護
老
人
保
健
施
設

Ⓠ
現
在
の
償
還
状
況
は
？

Ⓐ
滞
納
者
と
面
談
等
を
行
い
な

が
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
償

還
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

Ⓠ
診
療
の
待
ち
時
間
が
長
い
と

の
声
が
あ
る
が
、
対
策
は
？

Ⓐ
早
朝
の
来
院
で
、
長
く
待
た

れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

改
築
に
よ
り
、
診
察
室
が
増
え

ま
す
が
、
診
療
時
間
短
縮
に
つ

な
が
る
か
不
明
で
す
。

Ⓠ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
？

Ⓐ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
日
野
病
院

で
行
う
た
め
、
町
で
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

Ⓠ
ら
ん
ち
ゅ
う
の
存
在
価
値
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
連
携
を

し
た
運
営
を
。

Ⓐ
連
携
を
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
努
力
し
ま
す
。

Ⓠ
予
防
事
業
で
の
、
い
ど
ば
た

グ
ル
ー
プ
支
援
数
は
？

Ⓐ
現
在
17

グ
ル
ー
プ
で
す
。

Ⓠ
集
落
内
の
グ
ル
ー
プ
す
べ
て

が
対
象
か
？

Ⓐ
集
落
内
の
グ
ル
ー
プ
す
べ
て

が
対
象
で
す
。

Ⓠ
外
国
人
介
護
ス
タ
ッ
フ
も
就

業
し
て
い
る
。
入
所
75

名
位
は

可
能
か
？

Ⓐ
75

名
位
は
可
能
と
考
え
る
が
、

実
習
生
に
は
時
間
が
か
か
る
。

Ⓠ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
職
員
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
出
来
て
い
な
い
が
、
対
応
が

で
き
る
か
？

Ⓐ
指
導
す
べ
き
で
な
い
が
、

色
々
な
こ
と
を
考
え
て
対
応
し

ま
す
。

介
護
保
険
事
業

住
宅
新
築
資
金

　
　
　貸
付
事
業

下
水
道
等
事
業

更新の待たれる水道電気設備

介護老人保健施設あやめ 感染症対策消耗品等備蓄庫

特
別
会
計

Ⓠ
奥
大
山
ス
キ
ー
場
は
休
止
中

で
あ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
？

Ⓐ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
検
討
中
で
す
。

Ⓠ
施
設
改
修
計
画
は
？

Ⓐ
大
河
原
地
区
簡
易
水
道
の
施

設
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
水
道
料
金
改
定
は
？

Ⓐ
昨
年
改
定
し
て
お
り
、
５
年

を
目
途
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
電
気
設
備
が
老
朽
化
し
て
い

る
が
？

Ⓐ
新
年
度
更
新
予
定
で
す
。

Ⓠ
各
処
理
施
設
の
汚
泥
の
汲
み

取
り
料
金
は
？

Ⓐ
全
施
設
で
同
じ
料
金
で
あ
り
、

１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
約

１
万
円
で
あ
る
。

Ⓠ
自
動
通
報
盤
が
老
朽
化
し
て

い
る
が
？

Ⓐ
令
和
３
年
度
、
４
年
度
で
更

新
予
定
で
す
。

(らんちゅう)

お
知
ら
せ

組
合
議
会



令和３年４月23日発行（９）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

総  

務  

課
︻
財
政
︼

総  

務  

課
︻
行
政
︼

住  

民  

課

一 般 会 計

総 

括
　令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
36

億
８
，

３
０
０
万
円
で
、

令
和
２
年
度
予
算
額
に
対
し
、

前
年
比
85.4

％
、
金
額
に
し
て
６

億
３
，

２
０
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
庁
舎

建
設
事
業
終
了
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の

積
み
立
て
を
実
施
で
き
た
こ
と

は
、
将
来
に
向
け
若
干
で
は
あ

る
が
明
る
さ
の
兆
し
も
見
え
る
。

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
や

他
の
補
助
制
度
を
活
用
し
移
住
定

住
を
促
進
す
る
等
、
人
口
の
社
会

増
に
向
け
た
構
想
の
実
現
に
向
け

一
層
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

②
今
後
も
効
果
的
な
情
報
発
信

の
展
開
手
段
と
し
て
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
の
活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
為
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
広
報
支
援
員
と
し
て
採
用

し
、
﹁
奥
大
山
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ

ー
﹂
と
し
て
情
報
発
信
に
努
め
、

町
の
魅
力
を
最
大
限
発
信
す
る

よ
う
な
動
画
を
作
成
し
、
移
住

定
住
の
促
進
や
町
の
活
性
化
に

繋
げ
ら
れ
た
い
。

③
最
大
の
目
的
で
あ
る
人
口
流

出
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
事
は
、
最
優
先
の
命
題
で

あ
る
。
そ
の
た
め
佐
川
地
区
を

基
に
し
た
開
発
計
画
は
、
将
来

の
町
の
存
続
に
大
き
く
関
わ
る

事
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
官

民
が
最
大
の
英
知
を
絞
り
、
成

功
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。
　

①
新
庁
舎
移
転
に
伴
う
様
々
な

備
品
や
、
旧
施
設
の
処
理
や
処

分
に
つ
い
て
も
、
各
種
委
員
会

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
速
や
か

に
的
確
な
処
置
と
な
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
合
わ
せ

て
公
共
施
設
の
借
地
の
買
取
り

な
ど
将
来
の
経
費
削
減
に
も
努

力
さ
れ
た
い
。

②
職
員
に
お
い
て
は
、
各
種
研

修
に
積
極
的
に
参
加
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
よ

う
努
め
、
庁
舎
建
設
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
住
民
が
、
挙
っ
て

利
用
で
き
る
環
境
創
り
に
努
力

さ
れ
た
い
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
は
、
結
果

的
に
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
と
成
り
得
る
も

の
で
あ
る
。
重
点
事
項
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。

①
町
営
交
通
が
開
始
と
な
り
住

民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
様
な
取
り
組
み
は
全
国
市

町
村
で
は
、
初
で
あ
り
是
非
と

も
満
足
の
い
く
結
果
を
望
み
た

い
。
交
通
弱
者
は
勿
論
、
全
て

の
町
民
に
歓
迎
さ
れ
る
、
良
好

な
運
行
体
制
を
構
築
さ
れ
た
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
は
、
前

年
よ
り
大
き
く
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
更
な
る
事
業
目
的
と
目
標
を

掲
げ
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
、

そ
の
達
成
に
努
力
さ
れ
た
い
。

③
お
試
し
住
宅
の
活
用
や
移

住
・
定
住
者
向
け
の
住
宅
団
地

の
開
発
は
、
速
や
か
に
進
め
る

と
共
に
、
そ
の
情
報
発
信
に
傾

注
し
、
大
幅
な
人
口
増
と
な
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

予算特別委員会

参考意見

勢揃いした町営交通車両

お
知
ら
せ

組
合
議
会
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

現
在
行
わ
れ
て
い
る
﹁
奥
大
山

古
道
ウ
ォ
ー
ク
﹂
や
﹁
う
ま
い

も
ん
祭
り
﹂
は
比
較
的
好
評
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
さ
れ
た
い
。

①
建
設
課
に
お
け
る
事
業
内
容

は
、
広
範
多
岐
に
わ
た
る
。
新

年
度
よ
り
農
林
産
業
課
と
統
合

と
な
る
為
、
さ
ら
な
る
住
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
行
動
理
念
を
実
行

さ
れ
た
い
。

②
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

に
つ
い
て
、
そ
の
設
置
率
の
向

上
に
努
力
さ
れ
た
い
。
引
き
続

き
浄
化
槽
の
設
置
及
び
維
持
管

理
を
助
成
す
る
事
業
を
進
め
町

民
の
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め

ら
れ
た
い
。

③
町
内
道
路
は
１
０
３
路
線
１

０
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、

住
民
の
生
活
を
支
え
る
基
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
道
路
維
持
に

於
い
て
は
、
各
集
落
か
ら
の
要

望
や
異
常
個
所
に
早
期
対
応
し

て
い
る
が
、
十
分
と
は
言
え
な

い
。
町
内
道
路
を
常
に
良
好
に

保
ち
、
道
路
利
用
者
の
安
全
運

①
事
業
内
容
と
し
て
集
落
営
農
、

地
方
創
生
、
奥
大
山
周
辺
活
用

等
六
つ
の
テ
ー
マ
を
柱
に
掲
げ

事
業
を
進
め
て
い
る
。
地
場
産

品
の
開
発
販
売
に
お
い
て
は
、

協
力
隊
員
の
力
を
借
り
て
展
開

を
図
る
が
、
そ
の
採
用
及
び
活

用
に
尽
力
さ
れ
た
い
。

②
ジ
ビ
エ
加
工
支
援
や
新
甘
泉

普
及
支
援
事
業
な
ど
を
は
じ
め
、

町
内
に
は
特
産
品
と
な
り
う
る

農
産
物
や
加
工
品
は
、
多
数
存

在
し
て
い
る
。
特
に
生
産
過
程

に
お
け
る
技
術
の
継
承
や
、
ブ

ラ
ン
ド
化
に
は
、
販
路
拡
大
と

共
に
最
大
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

③
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
に
於
い

て
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は

や
や
横
這
い
と
見
る
が
、
鹿
の

捕
獲
数
は
倍
増
し
て
い
る
。
従

前
の
進
入
防
止
対
策
に
何
ら
か

の
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
組
織
と
も
協
力
し
て
獣
害

の
低
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
観
光
事
業
は
、
江
府
町
振
興

に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

福
祉
保
健
課

農
林
産
業
課

建  
設  

課

教
育
委
員
会

①
買
い
物
福
祉
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
は
重
要
事
業
で
あ
り
、

高
齢
対
象
者
の
見
守
り
を
地
元

移
動
販
売
業
者
に
委
託
し
て
い

る
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

拡
大
し
て
、
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
、
﹁
ま
ち
創
り
﹂
を
推

進
せ
ら
れ
た
い
。

②
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
向
上
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
目
的
・
特
徴
な
ど
積
極
的
に

周
知
し
、
多
く
の
町
民
が
集
う

施
設
と
な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。
ま
た
、
空
調
設
備
改
修
は

利
用
者
の
衛
生
面
と
健
康
に
効

果
が
あ
る
。
早
期
に
利
用
可
能

と
な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
展
開
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
が
成
果
を
上
げ
て

い
る
が
、
在
宅
児
童
給
付
金
事

業
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

支
援
と
し
て
転
入
時
の
選
択
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
事
業
の
広
報
周
知
に
努
め
、

移
住
・
定
住
者
の
参
考
と
な
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

行
を
確
保
さ
れ
た
い
。

①
子
供
の
国
保
育
園
に
お
い
て

は
、
適
正
な
職
員
配
置
と
施
設

点
検
整
備
に
よ
り
安
心
・
安
全

で
楽
し
い
、
園
生
活
及
び
運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
庁
舎
移
転
に
伴
う
、
今
後
の

図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

職
員
の
適
正
配
置
を
図
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
と
し
て
、

十
分
に
活
用
す
る
た
め
、
一
定

の
改
築
も
視
野
に
し
っ
か
り
と

検
討
さ
れ
た
い
。

③
地
域
未
来
塾
運
営
事
業
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習

を
通
し
て
得
る
も
の
は
多
く
、

町
と
し
て
も
将
来
更
に
無
限
の

利
益
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
受
講
料
を
免
除
す

る
等
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

計
り
、
参
加
率
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

リニューアルが待たれる図書館

お
知
ら
せ

組
合
議
会
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

費
用
の
削
減
に
努
力
さ

れ
た
い
。

　
水
道
事
業
の
持
続
可

能
な
維
持
管
理
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
人
口
減
少
に
伴
う
対

応
等
研
究
さ
れ
、
接
続

率
の
向
上
な
ど
安
定
し

た
管
理
運
営
に
努
め
ら

れ
た
い
。

 

介
護
保
険
事
業

　

(

保
険
事
業
勘
定)

住
宅
新
築
資
金

　
　
　貸
付
事
業

 

下
水
道
等
事
業

老朽化した下水道設備

新設された第３診察室

　
滞
納
金
が
約
９
０
０

万
円
あ
り
、
面
接
等
で

の
回
収
を
さ
れ
て
い
る

が
、
昨
年
か
ら
大
き
な

進
展
が
な
い
。
教
育
委

員
会
が
単
独
で
の
回
収

で
な
く
、
住
民
課
で
税

金
等
の
滞
納
金
徴
収
と

一
元
化
し
た
取
り
組
み

を
研
究
さ
れ
た
い
。

　
県
連
合
へ
の
計
画
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
将

来
に
わ
た
る
医
療
制
度

の
安
定
運
営
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　
診
療
の
待
ち
時
間
が

長
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

第
３
診
察
室
が
で
き
、
午

前
午
後
の
予
約
対
応
改
善

な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
介
護
事
業
の

要
と
し
て
非
常
に
大
切

で

あ

る

。

緊

急

通

報

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
ま
た
、

ら
ん
ち
ゅ
う
等
介
護
施

設
と
の
連
携
を
深
め
、

安

定

し

た

住

民

介

護

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

１
ユ
ニ
ッ
ト
空
け
る
な

ど
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、

職

員

対

応

の

シ

ュ

ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ

り
慎
重
な
業
務
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
休
業
中
で
あ
る
が
、

維
持
管
理
に
経
費
も
か

か
る
。
早
急
な
今
後
の

利
用
計
画
の
方
向
性
を

提
案
す
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

　
深
山
口
地
区
水
源
改

良
事
業
は
、
事
業
内
容

を
慎
重
に
検
討
さ
れ
、

 

索 

道 

事 

業

 

簡
易
水
道
事
業

介
護
老
人
保
健
施
設

　

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

特 別 会 計
予算特別委員会

参考意見

お
知
ら
せ

組
合
議
会
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

川端 登志一

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

　
　
　実
際
に
我
が
町
で

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

如
何
様
な
対
応
と
な
る
か
。

　県
の
西
部
地
区
で
発
生

と
い
う
こ
と
と
な
り
、
江

府
町
で
発
生
と
い
う
言
い

方
は
し
な
い
。

　
　
　そ
の
よ
う
な
状
況

で
も
、
感
染
防
止
対
策
は

一
層
厳
し
く
せ
ざ
る
得
な

い
と
考
え
る
が
。

　警
報
が
出
た
場
合
、
警

戒
を
強
め
て
い
く
こ
と
は

現
在
も
行
っ
て
お
り
特
に

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　各
種
行
事
の
中
止

で
、
特
に
高
齢
の
方
の
外

出
の
機
会
減
少
に
よ
り
、

健
康
寿
命
の
低
下
が
憂
慮

さ
れ
る
が
。

　個
人
の
心
が
け
に
な
る
が
、

生
活
の
中
で
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
を
利
用
し
て
、
で
き
る
だ

け
運
動
を
増
や
す
工
夫
を
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
集
落
の

グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
も
感
染

防
止
を
し
っ
か
り
し
た
う
え

で
続
け
て
ほ
し
い
。

　
　
　待
望
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
る
。
安
心
の

第
一
歩
は
出
来
る
だ
け
多

く
の
住
民
が
接
種
を
受
け

る
こ
と
と
考
え
る
、
接
種

率
を
高
め
る
た
め
の
具
体

策
は
。

　努
力
義
務
な
の
で
強
制

は
で
き
な
い
。
と
に
か
く

住
民
の
意
識
に
働
き
か
け

る
し
か
な
い
。
江
府
町
は

権
利
や
努
力
義
務
を
き

ち
っ
と
果
た
す
、
素
晴
ら

し
い
町
民
性
が
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。
色
々
な
お

知
ら
せ
や
交
通
手
段
な
ど

も
工
夫
し
て
い
く
。

　
　
　県
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
呼
応
し

て
、
人
権
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。
こ
れ
に
合
わ

せ
﹁
江
府
町
部
落
差
別
撤

廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
る
条
例
﹂
を
見
直
し

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　考
え
て
い
な
い
。
令
和

２
年
９
月
に
﹁
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

住

民

の

安

心

安
全
に
つ
い
て

一般質問は５人の議員が行い、町長の方針をただした

町政ここを問う一般質問

江
府
町
宣
言
﹂
を
定
め
偏
見

や
差
別
意
識
を
生
ま
な
い
よ

う
啓
発
し
て
い
る
。

　
　
　今
期
は
、
小
地
域

懇
談
会
を
家
庭
学
習
に
切
り

替
え
た
、
共
通
理
解
の
為
、

特
に
児
童
生
徒
達
に
き
ち
ん

と
し
た
指
導
が
必
要
で
は
。

　学
校
で
は
、
先
の
﹁
江
府

町
宣
言
﹂
を
教
材
と
し
て
も

学
習
し
て
い
る
。
過
去
の
事

件
や
取
り
組
み
か
ら
多
く
を

学
び
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
、
身
近
に
起
こ
っ
た

事
案
を
教
材
と
し
て
、
児
童

生
徒
の
一
層
の
人
権
感
覚
の

育
成
に
努
め
た
い
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
関
連
の

移
住
希
望
者
を
対
象
に
近

隣
町
村
と
連
携
し
、
大
規

模
に
里
山
整
備
隊
を
募
集

し
、
農
業
用
水
路
の
保
守

や
獣
害
防
止
の
作
業
に
当

た
っ
て
は
ど
う
か
。

　大
規
模
に
手
を
組
ん
で

移
住
者
を
呼
び
寄
せ
る
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　農
業
用
水
路
を
維

持
保
全
し
水
田
を
活
用
す
る

こ
と
は
減
災
・
防
災
に
な
る
。

国
土
強
靭
化
対
策
に
組
み
入

れ
る
よ
う
国
に
強
く
働
き
か

け
る
べ
き
で
は
。

　そ
れ
は
認
識
し
て
い
る
、

県
の
河
川
課
や
国
交
省
に

伝
え
て
み
た
い
。

　
　
　関
係
者
の
努
力
が

実
り
ふ
る
さ
と
納
税
額
が

大
幅
に
増
額
と
な
っ
た
。

さ
ら
な
る
寄
付
獲
得
に
向

け
戦
略
・
戦
術
・
目
標
額

な
ど
伺
い
た
い
。

　工
夫
と
努
力
次
第
で
獲

得
で
き
る
財
源
と
心
得
て

い
る
。
水
に
特
化
し
て
２

億
円
を
目
標
と
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

推
進
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

̶ キケン！　新型コロナウイルス ̶

お
知
ら
せ

組
合
議
会



令和３年４月23日発行（13）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

空場　語

動画で一般質問

空場議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

担
当
課
長

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　
　
消
防
団
員
の
な

り
手
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
傾
向
に
あ
る
。

　
将
来
に
向
け
て
、
消
防

力
や
防
災
力
の
強
化
に
向

け
た
対
策
に
つ
い
て
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
消
防
団
員
の
な
り
手
不

足
は
、
報
酬
額
の
低
さ
に

も
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
出
動
手
当
を
見

直
し
、
待
遇
改
善
を
図
っ

て
行
き
た
い
。

　
　
　
江
府
町
内
の
消
火

栓
や
消
防
機
器
の
点
検
は
、

十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　
江
府
町
所
有
の
消
防
自

動
車
は
３
台
あ
り
、
月
に

１
回
、
交
代
で
点
検
し
て

い
る
。
消
火
栓
に
つ
い
て

は
、
防
災
訓
練
等
に
お
い

て
、
消
防
団
員
が
自
衛
消

防
団
員
と
、
年
２
回
の
点

検
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
自
衛
消
防
団
員
は
、

消
防
訓
練
や
防
災
訓
練
・

研
修
を
受
け
て
い
な
い
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
も
、
消
防
や
防
災

の
研
修
会
を
行
っ
て
は
と
、

考
え
る
。
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

　
自
衛
消
防
団
員
の
教

育
・
訓
練
の
機
会
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
防
災
士
の
育
成
に
つ
い

て
も
考
え
て
行
き
た
い
。

　
　
　
江
府
町
で
は
三
年

前
か
ら
、
小
・
中
学
校
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、
教
育

に
活
か
し
て
き
て
い
る
。

　
昨
年
の
始
め
に
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
広
ま
り
、

学
校
が
休
校
に
な
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
の
必
要
性

が
高
ま
っ
た
。

　
既
に
、
生
徒
た
ち
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
一
人
一
台

の
配
備
も
さ
れ
た
。
来
年
度

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
出

来
る
の
か
に
つ
い
て
、
教
育

長
に
伺
う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
推
奨
さ
れ

る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
る
臨
時
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体

制
は
出
来
る
。

　
　
　
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
の
研
修
は
進
ん
で

い
る
か
。
教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。

　
現
在
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
等

を
対
象
に
、
各
種
の
研
修

会
に
参
加
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
す
る
操
作
方

法
の
習
得
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
災
害
時
の
休
校
に

お
け
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
、
実
施
が
可
能
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

教
育
長
に
伺
う
。

　
各
家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
整
備
状
況
は
、

整
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
２
年
度
中
に
整
備

が
出
来
る
予
定
。

　
今
後
、
児
童
・
生
徒
に

端
末
を
持
ち
帰
ら
せ
、
接

続
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
予

定
。

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

消
防
団
員
の

減
少
の
対
策
は

消
火
栓
や
消
防
自

動
車
等
の
点
検
は

自
衛
消
防
団
員
に
防
災
の

研
修
会
を
し
て
は

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の

早
期
の
実
施
に
つ
い
て

教
職
員
の
活
用
能
力

は
向
上
し
て
い
る
か

家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
可
能
で
す
か

消防団員の減少対策

オンライン教育の早期実施は

お
知
ら
せ

組
合
議
会

消防出初め式

活用中のタブレット
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

これからは協働のまちづくりの時代

森田　哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　
　人
口
減
少
に
対

応
し
て
い
く
に
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
展
開
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　人
口
減
少
が
進
ん
で
く

る
と
、
本
町
が
一
丸
と
な
っ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
不

可
欠
。
ま
ず
、
役
場
が
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
を
得
る

こ
と
。
壁
を
取
り
除
く
仕
組

み
の
確
立
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。

　
　
　住
民
と
の
接
触
が

減
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

困
っ
た
と
き
に
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
良
い
か
な
ど
、

常
日
頃
か
ら
気
軽
に
相
談

で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医

の
よ
う
な
職
員
配
置
が
必

要
と
思
う
が
。

　か
か
り
つ
け
医
の
よ
う

な
職
員
の
配
置
だ
が
、
職

員
が
す
べ
て
出
来
る
か
と

な
る
と
難
し
い
と
思
う
。

一
人
の
職
員
で
な
く
、
全

職
員
の
能
力
、
経
験
を
生

か
し
、
オ
ー
ル
江
府
町
役

場
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　現
状
の
行
政
だ
け

で
は
不
十
分
。
地
域
の
よ

ろ
ず
相
談
先
の
役
割
を
果

た
す
よ
う
な
仕
組
み
が
必

要
と
考
え
る
。
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
生
活
基
盤
の

ま
ち
づ
く
り
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
思
う
が
。

　本
当
に
縦
割
り
で
処
理

で
き
る
世
界
で
な
く
、
福

祉
も
複
数
の
者
が
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
多
く
の
窓
口

を
用
意
し
て
、
行
政
だ
け

で
な
く
民
間
の
人
と
協
働

で
出
来
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　
　地
域
福
祉
計
画
で

は
、
町
民
に
自
助
、
互
助
を

指
導
し
求
め
て
い
る
が
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
支
援
、

そ
し
て
日
常
的
な
地
域
を
取

り
込
む
方
策
が
な
い
。
今
後

の
協
働
体
制
構
築
を
ど
う
講

じ
ら
れ
る
の
か
。

　ま
ず
、
気
づ
く
こ
と
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
気
づ

き
、
そ
れ
を
行
動
に
移
す

こ
と
。
こ
の
積
み
重
ね
だ

と
思
う
。
そ
し
て
状
況
に

合
わ
せ
て
早
く
変
え
て
い

く
。
そ
れ
で
町
民
の
信
頼

を
得
る
こ
と
と
考
え
る
。

　
　
　気
づ
き
は
、
一
番

大
事
な
こ
と
と
思
う
。
自
ら

学
び
、
考
え
、
行
動
を
し
、

地
域
と
と
も
に
行
動
す
る
職

員
を
理
念
と
し
て
ク
レ
ド
が

作
成
さ
れ
た
。
た
だ
、
町
長

と
職
員
の
考
え
方
の
隔
た
り

を
心
配
す
る
が
。

　ク
レ
ド
と
い
う
の
は
、

役
場
職
員
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
、

行
動
の
方
法
を
定
め
た
も

の
で
、
社
訓
、
信
条
み
た

い
な
も
の
。
職
員
に
は
、

ど
こ
か
心
に
感
じ
る
と
こ

人
口
減
少
時
代
に
こ
そ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
は

生
活
基
盤
の
ま
ち
づ
く
り

常
に
町
民
の
近
く
に
い
る

意
識
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り

ろ
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
　
　ク
レ
ド
に
は
、
町

民
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と

あ
る
が
、
支
援
で
な
く
、
町

民
の
中
に
入
り
、
日
常
的
に

活
動
す
る
こ
と
が
、
町
民
の

信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。
実
効
性
を
高
め
る

具
体
的
方
策
は
。

　ク
レ
ド
カ
ー
ド
を
常
時

携
帯
し
、
し
っ
か
り
と
染

み
込
ま
せ
た
い
。
一
人
一

人
が
常
に
住
民
の
近
く
に

い
る
。
そ
う
い
う
意
識
を

持
っ
て
行
動
す
べ
き
と
思

う
。
職
員
全
員
で
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

た
い
。

協働のまちづくりの基本。奥大山クレド。

お
知
ら
せ

組
合
議
会

福祉保健医療の要。「地域福祉計画」。
「高齢者福祉計画」。
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

三輪　英男

動画で一般質問

三輪議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問
質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　令
和
３
年
２
月
13

日
11

時
８
分
頃
発
生
し
た

福
島
、
宮
城
に
お
き
ま
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.3

震

度
６
強
の
巨
大
地
震
に
つ

い
て
改
め
て
10

年
前
の

３
・
11

が
間
も
な
く
参
り

ま
す
が
、
余
震
と
は
い
え
、

余
り
に
も
大
き
な
衝
撃
で

し
た
。
こ
の
三
陸
地
方
を

襲
っ
た
地
震
と
し
ま
し
て

は
、
地
元
出
身
だ
け
に
私

と
し
て
も
他
人
ご
と
な
ら

ぬ
心
配
を
い
た
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　江
府
町
に
お
い
て
も
い

つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

と
考
え
ま
す
と
、
事
前
の

対
策
は
如
何
な
も
の
か
と

案
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
防
災
計
画
を
き
ち

ん
と
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
長
の
現
状
認
識
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　つ
い
先
日
、
福
島
宮
城

で
起
き
ま
し
た
巨
大
地
震
、

そ
し
て
10

年
前
の
３
・

11

、
東
日
本
大
震
災
の
こ

と
を
例
に
出
さ
れ
ま
し
て
、

そ
う
い
っ
た
大
き
な
災
害

が
起
き
た
と
き
の
現
状
認

識
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
防
災
計
画
は

つ
く
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け

ど
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
し
た
の
で
非
常
に
お
答

え
に
く
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

災
害
は
い
つ
お
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

の
準
備
と
し
て
本
当
に
地

域
防
災
計
画
、
こ
れ
に

従
っ
て
と
り
あ
え
ず
動
く

し
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。
現
状
と

し
て
の
認
識
は
起
き
て
ほ

し
く
な
い
で
す
け
ど
も
、

万
が
一
起
き
た
場
合
は
速

や
か
に
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
、
も
う
そ
の

ひ
と
言
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　法
面
管
理
省
力
化

に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
の
行

財
政
方
針
に
お
い
て
も
江

府
町
の
農
業
を
担
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業

等
に
よ
り
、
集
落
営
農
や

グ
ル
ー
プ
営
農
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
よ
う
に
支

援
す
る
と
言
明
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
農
地
法
面
・

畦
畔
の
維
持
管
理
作
業
は
、

機
械
化
や
省
力
化
の
難
し

い
重
労
働
で
す
。
特
に
中

山
間
地
域
の
農
地
の
維
持

や
担
い
手
農
家
へ
の
農
地

集
積
に
取
り
組
む
際
の
大

き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
鳥
取
県
で
は
農
業
者

の
高
齢
化
も
深
刻
な
た
め

法
面
の
管
理
省
力
化
に
有

効
の
手
段
と
し
て
、
セ
ン

チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
﹁
ム
カ

デ
芝
﹂
に
よ
る
管
理
省
力

の
実
証
実
験
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
是
非
と
も
前
向

き
に
検
討
を
。

　高
齢
化
が
進
ん
で
き
て

中
山
間
地
域
の
農
地
維
持

が
な
か
な
か
大
変
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
お
話
の
中

で
、
法
面
の
管
理
、
こ
れ

の
省
力
化
に
つ
い
て
の
お

話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
議

員
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

よ
う
に
、
来
年
度
、
令
和

３
年
度
に
向
け
て
、
そ
う

い
っ
た
法
面
管
理
省
力
化

の
研
究
事
業
の
補
助
金
も

今
回
の
議
会
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
に
、
畦
畔
の
管
理

す
る
上
で
の
省
力
化
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
そ
う
い
っ
た
も
の
を

通
じ
て
普
及
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を

農
地
法
面
の

維
持
管
理
は

急峻な農地法面畦畔

令和の時代を生きる若者と
一緒になってまちづくり

下安井の砂防堰堤

お
知
ら
せ

組
合
議
会
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

農業振興・ライフライン・災害対応は？

阿部　朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　高
齢
化
、
後
継
者

不
足
等
に
よ
り
集
落
営
農

等
に
取
り
組
め
な
い
集
落

も
あ
る
。
高
齢
化
に
よ

り
、
水
路
、
水
田
の
維
持

管
理
が
、
出
来
な
い
等
の

声
を
多
く
聞
く
が
、
今
後

の
行
政
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

　
全
く
集
落
に
人
が
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

話
し
合
い
を
行
い
、
ま
ず

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　自
分
の
所
だ
け

は
、
機
械
が
壊
れ
る
ま

で
、
と
い
っ
た
状
況
で
あ

る
。
こ
の
様
な
方
々
の
農

地
を
守
る
方
策
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

声
を
上
げ
ら
れ
な
い
方
の

事
も
考
え
、
方
策
を
要
望

す
る
。

　
ま
ず
話
し
合
い
を
し
て

頂
き
た
い
。
ど
こ
に
困
っ

て
い
る
か
と
い
う
事
が
分

か
ら
な
い
と
先
に
進
め
な

い
。
そ
の
上
で
、
役
場
が

入
っ
て
い
く
と
い
う
事
に

な
る
と
考
え
る
。

　
　

　上
下
水
道
の
維
持

管
理
に
携
わ
る
職
員
が
少
な

く
今
回
の
断
水
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
上
下
水

道
の
維
持
管
理
、
事
故
発
生

時
の
対
応
、
体
制
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

　
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

主
担
当
は
一
人
で
あ
る

が
、
課
長
が
統
括
を
し
て

お
り
、
担
当
に
任
せ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
備
品

も
古
く
な
っ
て
お
り
、
新

年
度
に
更
新
計
画
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　現
場
を
十
分
に
把

握
し
緊
急
対
応
、
対
策
が
と

れ
る
人
員
を
確
保
し
、
配
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
そ
こ
だ
け
人
員
を
倍
増

さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
　
　現
地
を
承
知
で
き

る
職
員
体
制
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
職
員
が
現
地
を
知
ら
な

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
勉

強
し
て
も
ら
う
ほ
か
な

い
。　

　
　先
般
の
民
家
火
災

に
お
け
る
町
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
不
適
切
で
あ
っ

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
所
見
を
伺
う
。

　
私
も
現
地
に
行
き
、
公

民
館
に
暖
房
用
の
ス
ト
ー
ブ

と
灯
油
を
搬
入
し
て
い
る
。

発
電
機
や
照
明
器
具
の
貸
し

出
し
等
に
つ
い
て
要
望
が
あ

り
、
来
年
度
予
算
で
整
備
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
　
　今
後
新
た
に
整
え

ら
れ
る
と
の
事
で
あ
る

が
、
消
防
団
の
不
足
な
ど

を
見
る
限
り
、
危
機
管
理

意
識
の
不
足
と
思
え
る

集
落
営
農
等
に
取
り
組
み

出
来
な
い
集
落
対
応
は
？

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

維
持
管
理
は
？

災
害
発
生
時
の
対

応
は
？

御机地区の集落営農化されたほ場

が
、
所
見
を
伺
う
。

　
危
機
管
理
意
識
が
欠
け

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
反
論
し
ま
す
。
決
し

て
そ
の
様
な
事
は
な
い
。

灯
油
と
ス
ト
ー
ブ
は
職
員

の
判
断
で
あ
る
。

　
　
　今
回
の
避
難
先
に

お
け
る
高
齢
者
等
へ
の
援

助
等
は
な
か
っ
た
が
、
そ

の
様
な
事
も
含
め
災
害
に

対
す
る
危
機
意
識
的
な
も

の
を
十
分
に
徹
底
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
災
害
等
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ

イ
ド
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

要
望
す
る
。

　
役
場
は
決
し
て
た
る
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

す
べ
て
の
事
を
想
定
し
て

準
備
す
る
こ
と
な
ど
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
出
来

る
限
り
の
こ
と
を
や
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

お
知
ら
せ

組
合
議
会



令和３年４月23日発行（17）

　全
国
町
村
議
会
議
長
会

の
規
定
に
よ
り
、
長
岡
邦

一
議
員
が
自
治
功
労
者
表

彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　長
岡
議
員
は
、
町
議
会

議
員
と
し
て
通
算
27

年
以

上
在
職
。
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
に
対
し
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

地
方
自
治
の
進
展
の
た
め

　長
年
に
わ
た
り
大
き
な
役
割
を

長
岡
邦
一
議
員
が

　自
治
功
労
者
表
彰

　江府町議会ではより良い町政と発展のために、住民の皆様との懇談会を開

催してまいりました。昨年度は新型コロナウィルスの感染拡大により残念な

がら開催を断念いたしました。皆様からの貴重なご意見を伺う機会を持てな

かったことは、大変残念なことです。新年度になってもその猛威は終息の気

配が感じられません。そこで何か他の形で住民の皆様と意見の交流ができ

ないかと検討中であります。

　令和元年度には、　　①江府町新庁舎建設について　
　　②奥大山スキー場について　

　　③デジタル防災行政無線について　

をテーマに大変貴重なご意見をいただき、お陰様で新庁舎やデジタル防災行

政無線が無事完了することが出来ました。また奥大山スキー場も周辺施設の

利活用と合わせ新年度より具体的に動き出します。

　皆様の要望や希望が直接町政に届く機会です。是非実現したいと考えてい

ます。開催について皆様のお考えやアイディア等ございましたらお気軽にお

知らせください。

連絡先　江府町議会事務局　

江府町議会と

住民の皆様との懇談会について

議会からお知らせとお願い

TEL0859-75-3307

FAX0859-75-3411

お
知
ら
せ

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

お
知
ら
せ

組
合
議
会



（18）令和３年４月23日発行

支出　医業費用

　　　医業外費用

8,097万円

2,476万円

9,592万円

3万円

収入　医業収益

　　　医業外収益

令和３年度病院事業予算の概況

令和３年度在宅介護支援事業予算の概況

令和３年度診療所事業会計予算の概況

13億9,108万円

4億2,766万円

17億6,910万円
3,525万円

収入　医業収益

　　　医業外収益

支出　医業費用

収入　介護サービス収益

　　　　介護サービス外収益

支出　介護サービス費用

　　　　介護サービス外費用

222万円

1,977万円

1,404万円

　令和2年度病院事業等の決算見込について報告があり、これを承認した。

　　

　医業収支については、外来収入が減収となったが、給与費の減少により全体では増収とな

り6,400万円の利益を見込んでいる。

　「コロナ対策」については、3月に完成した「日野病院発熱外来棟」により、一般病棟と切

り離した対応が可能となった。PCR検査は月・水・金曜日(14～16時)に行われ予約制であり

検査料金は18,000円となっている｡

日野病院組合議会報告日野病院組合議会報告

令和3年度予算について承認された。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

新設された日野病院発熱外来棟

お
知
ら
せ

組
合
議
会



令和３年４月23日発行（19）

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告

　令和3年第1回日野町江府町日南町衛生施設

組合議会定例会報告がありこれを承認した。

　第4号議案においては、令和3年度におけ

る歳入歳出予算が報告された。

予算総額　　1億8,914万円

主な歳入予算

・分担金及び負担金

　〇江府町分

　〇日野町分

　〇日南町分

・使用料及び手数料

　繰越金

1億7,873万円

7,373万円

7,470万円

3,030万円

200万円

807万円

主な歳出予算

・総務費

・衛生費

・公債費

1,347万円

1億2,618万円

3,890万円

（対前年比192万円増）

（対前年比281万円増）

（対前年比111万円増）

（対前年比200万円減）

令和2年度一般会計補正予算
　日吉津にある「うなばら荘」の経営不振によ

り、指定管理料２５００万円を免除し来年度には

指定管理を中止し民間譲渡することとなった。

　主な事業

　・懸案であった一般廃棄物処理施設は西部２市７町村全体で、取り組むことが決まり令和１３

　　年度までに建設することとなった。その為、「用地選定委員会」（学識経験者、行政、民間

　　による１０名）を設置し、令和５年度末までに用地を決定し地元の同意を得る予定である。

　・白浜浄化場の廃止による取水施設撤去工事

　・米子消防署皆生出張所のはしご車大規模修理、大山消防署大規模改修工事

鳥取県西部広域行政管理組合議会報告鳥取県西部広域行政管理組合議会報告

令和3年度当初予算（退職積立金を除く）

46億5,481万円
（対前年比　△3億6,478万円　7.3％減）

市町村負担金（退職積立金を除く）

41億9,529万円
（対前年比　△1億15万円　2.3％減）

令和3年度一般会計予算（退職積立金を除く）

・市町村別負担金

米子市

境港市

日吉津村

大山町

南部町

24億7,010万円

5億  327万円

1億  500万円

3億6,192万円

2億5,067万円

270万円

1,762万円

△490万円

△280万円

△513万円

2億6,141万円

1億4,266万円

1億　122万円

9,904万円

△414万円

△54万円

△237万円

△59万円

伯耆町

日南町

日野町

江府町

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

３
年
度
予
算

一
般
質
問

お
知
ら
せ

組
合
議
会

対前年比 対前年比
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俣野　木山　洋志

　最
近
、
人
口
の
減
少
と
過
疎

化
が
早
く
進
ん
で
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。
空
き
家
、

空
き
地
、
田
畑
の
荒
廃
が
地
域

を
蝕
む
。
こ
れ
は
、
わ
が
町
の

み
に
あ
ら
ず
。
特
に
全
国
の
中

山
間
地
域
は
、
い
ず
れ
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
だ
と
思
え
る
。
経

済
構
造
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
。

だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
よ
う
も

な
い
こ
と
な
の
か
。
町
の
、
地

域
の
将
来
を
考
え
れ
ば
な
ぜ
か

悲
し
く
な
っ
て
く
る
。
思
い
過

ご
し
だ
ろ
う
か
。
将
来
へ
の
答

え
は
な
い
。
け
れ
ど
展
望
は

あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
。
難
し

い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
せ

め
て
も
の
希
望
の
持
て
る
展
望

が
あ
れ
ば
、
と
思
う
。
老
人
に

何
か
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い

が
、
私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
は

昨
年
５
回
の
会
議
、
13

回
の
事

業
、
総
参
加
人
数
１
９
１
名
、

会
員
数
の
4.8

倍
、
自
治
会
と
合

同
の
事
業
も
あ
る
。
併
せ
て
、

町
社
協
主
催
の
月
１
回
第
４
木

曜
日
の
﹁
俣
野
い
こ
い
広
場
﹂

に
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
と
し
て
対

応
、
参
加
し
て
い
る
。
俣
野
地

区
な
ど
20
名
前
後
の
参
加
者
、

脳
活
運
動
、
脳
活
ゲ
ー
ム
、

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、
合
唱
、
昼

食
し
て
半
日
楽
し
む
。
ま
た
、

い
ど
ば
た
活
動
２
グ
ル
ー
プ
が
、

隔
週
火
曜
日
２
時
間
弱
の
心
身

活
性
化
運
動
を
し
て
い
る
。
65

歳
以
上
の
人
口
比
率
50
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

の
町
で
の
老
人
の
活
動
は
、
こ

の
状
況
下
で
は
、
せ
め
て
も
の

で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

過
疎
化
に
は
何
の
解
決
策
に
も

な
ら
な
い
が
、
活
動
を
通
じ
て

少
な
く
と
も
、
明
る
い
気
持
ち

に
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
、
今

を
楽
し
く
生
き
れ
る
。
老
人
で

も
で
き
る
こ
と
を
工
夫
し
な
が

ら
楽
し
く
、
仲
良
く
で
き
れ
ば

地
域
も
せ
め
て
少
し
は
明
る
く

な
る
か
な
等
と
思
い
な
が
ら
。

自
己
満
足
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
ん
な
現
状
の
中
で
は
老
人
会

活
動
も
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

　只
、
こ
こ
に
も
問
題
が
あ
り
、

会
員
数
が
増
え
な
い
。
減
少
に

向
か
っ
て
い
る
こ
の
負
の
動
き

が
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
、

悶
々
と
し
て
い
る
。

　今
の
職
場
と
の
出
会
い
は
、

２
０
１
４
年
に
現
理
事
長
が
、

私
の
自
宅
で
行
っ
て
い
る
パ
ン

教
室
に
来
ら
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
﹁
江
尾
十
七
夜
﹂
に

は
数
年
前
か
ら
友
人
に
誘
わ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る

時
パ
ン
教
室
で
理
事
長
が
﹁
江

尾
十
七
夜
﹂
の
魅
力
と
共
に
江

府
町
の
自
然
の
豊
か
さ
、
人
の

温
か
さ
等
を
熱
く
語
ら
れ
参

加
！
と
て
も
素
敵
な
お
祭
り
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
毎
年
参
加
し
て
今
で
は
踊
り

も
上
手
だ
と
誉
め
ら
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
お
祭

り
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
﹁
職
場

に
カ
フ
ェ
を
作
る
か
ら
美
味
し

い
パ
ン
を
作
る
指
導
を
し
て
く

だ
さ
い
。
﹂
と
言
わ
れ
、
２
０

１
６
年
４
月
か
ら
江
府
町
に
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
始
め

は
週
に
１
回
で
し
た
が
、
自
然

に
増
え
て
３
年
前
か
ら
は
毎
日

お
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　エ
ミ
ー
ズ
カ
フ
ェ
︵
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
江
美
の

郷
︶
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

お
仕
事
に
就
く
た
め
の
訓
練
の

場
と
し
て
２
０
１
６
年
４
月
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
﹁
エ
ミ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
パ

ン
や
ラ
ン
チ
・
珈
琲
は
美
味
し

い
ね
﹂
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
日
々

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
〝
た
た
ら
ん

ち
〟

や
、
新
し
い
こ
と
に
も

色
々
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
江

府
町
は
、
自
然
豊
か
な
と
て
も

美
し
い
町
で
、
毎
日
の
通
勤
も

川
沿
い
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
通
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
方

か
ら
も
カ
フ
ェ
で
気
軽
に
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増

え
て
嬉
し
い
で
す
。
い
つ
か
こ

の
温
か
い
町
で
暮
ら
せ
た
ら
良

い
の
に
・
・
・
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
お
客
様
の
減
少
や
店
内
の

消
毒
な
ど
、
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
新
た
に
奥
大
山
の
水
洗
い

珈
琲
も
飲
ん
で
頂
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
癒

し
の
空
間
で
、
美
味
し
い
も
の
が

提
供
で
き
る
様
、
楽
し
く
頑
張
り

ま
す
の
で
エ
ミ
ー
ズ
カ
フ
ェ
共
々

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
ひ
と
言

老
人
と
地
域

　桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
早
く
、

議
会
だ
よ
り
の
原
稿
作
成
に
追
わ

れ
る
今
日
こ
の
頃
、
ま
さ
に
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
う
か
の
如
く

満
開
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
い
ま
だ
猛
威
を
奮
っ
て
お
り

わ
が
町
に
於
い
て
も
様
々
な
催
し

物
が
縮
小
さ
れ
て
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　３
月
定
例
議
会
に
於
い
て
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
始
め
多
数
の
新
規
事

業
等
の
審
議
を
経
て
新
年
度
予
算

が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　江
府
町
民
が
引
き
続
き
、
安
心
、

安
全
そ
し
て
健
康
で
暮
ら
せ
る
町

に
な
る
よ
う
行
政
に
対
し
議
会
は

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　三
好
晋
也

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
好

　晋
也

副
委
員
長

　阿
部

　朝
親

委

　
　員

　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　空
場

　
　語

　
　
　
　
　川
端
登
志
一

　
　
　
　

江

府

町

と

の

　出

逢

い

社会福祉法人尚仁福祉会
就労継続支援Ｂ型事業所江美の郷

　清水里香


